
共通項目

・きれいなもの、清潔なものを用意すること。

・配線等を設置する際は、動線を考慮し、躓き防止策（養生等）を講じること。

・競技施設、既存常設物等に損傷を与えないよう、必要に応じて養生等を講じること。

・ＯＡ機器等の設置については、別紙：ＯＡシステム系統図を参考に配線・配置すること。

・設置するＯＡ機器等については、使用者（市実行委員会、主管する競技団体役員等）に操作方法等の説明を行うこと。

品名 規格 特記事項

天幕：ターポリン・白色（防炎） ・風対策を施すこと。

パイプ：シルバーメッキ仕上げ ・天幕はカビや汚れのない清潔なものを使用すること。

補強：ウエイト補強 ・十分な安全対策及び養生を行うこと。

・ウエイト・安全対策・養生費用等は受注者にて負担すること。

・設営完了後の検査において上記条件を満たさない場合は補修・交換等を要求する。

ターポリン・白色（防炎） ・風対策を施すこと。

・必要に応じ幕を降ろせるよう細工を施すこと。

・カビや汚れのない清潔なものを使用すること。

１脚あたり60kg以上（鋳物等） ・きれいなものを用意すること。

・砂袋での代替は不可とする。

防炎シート加工

長机、デコラテーブル ・きれいなものを用意すること。

W1,800×D450×H700mm ・脚は折りたたみ可能なものとし、錆、汚れの無いものとする。

・天板は木目または白色の会議机。（コンパネ不可）

アルミ製 ・きれいなものを用意すること。

Ｗ４５０mm×Ｄ４５０mm×Ｈ７５０mm×ＳＨ４５０mm ・移動が簡易なアルミ製ものとする。錆、汚れ、破れ等がないものとする。

W900×D450×H1,800mm ・きれいなものを用意すること。

天地5段 ・重量物も置く場合があるので、スチール製の物とする。

・床に傷がつかないように、必要に応じて養生すること。

出力５Ｗデジタル式 ・付属品としてインカム、リチウムイオンバッテリー、連結式の急速充電器を準備すること。

・キャリングホルダーをつけること。

・事前に故障の有無等を確認し、使用可能な状態にしておくこと。

Ｗ５５０mm×Ｄ４００mm×Ｈ９００mm程度 ・Ａ４サイズのトレイ式のものとする。

・諸室に見合ったものを準備すること。（5段、10段）

745×480×855mm以上 ・荷重300kg程度、折りたたみ式。

・破損等がないものを用意すること。

コードの長さは３０ｍ以上 ・許容電流は２２Ａ以上とする。

・コンセントは３口とし、２Ｐ・１５Ａ・１２５Ｖとする。

３６００mm×５４００mm ・厚さは０．２mm以上とする

・破損等がなくきれいなものを準備すること。

W2100mmH1000mm程度 ・連結できるようにアタッチメントを準備すること。

・破損等がないものを準備すること。

アルミ製/70・90L ・その場に適した容量なものを準備すること。

・きれいなものを用意すること。

・付属品として，黒・赤・青のマーカー各２本，イレーザー１個をつける。

・破損等がなくきれいなものを用意すること。

ビニールクロス ・汚れがなくきれいな物を準備すること。

長さ：５ｍ以上 ・差込口は３口以上とすること。

・絶縁の無いよう確認しておくこと。

色　赤系または青系 ・きれいなものを用意すること。

反射テープ付き ・夜間でも視認しやすいものを用意すること。

コーンベット（ウエイト）付　3.0kg以上

L2,000mm  反射テープ付 ・きれいなものを用意すること。

・夜間でも視認しやすいものを用意すること。

・別紙サイン計画図・プロット図を参照すること。

・設置位置・設置方法は、委託者と協議の上決める事。

・設置に要する補強材(ウエイト等)は受注者にて用意すること。

(4)　大会の運営に支障をきたさないよう、保守・管理を含め最大限配慮すること。

その他、業務の遂行にあたり、不明な点がある場合は甲と協議を行うこと。

看板工事

◆注意事項

(1)　工事期間が短期間かつ、作業時間が制限あるので、作業工程を含め甲および会場施設管理者と事前に協議を行う

(2)　既存備品を移動した場合は、競技会終了後、常設の場所へ戻し、原状を回復すること。

(3)　設営・撤去等にあたっては、既存施設に損傷を与えないよう十分な養生を行うこと。また，損傷した場合は原状を回復すること。

板面Ｗ１８００mm×Ｈ９００mmで、受け皿・脚・キャスター
付き
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特記仕様書

パイプテント

横幕

テントウエイト（重り）

雨樋
・複数のテントが隣接する場合、テント間に雨水が艤ちないよう養生を施すこと。また、雨水の排水先の処理を十分に考
慮すること。


